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至
る
過
程
に
、
青
山
学
院
は
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て

い
た
の
で
す
。

「
大
正
改
訳
」（
一
九
一
七
年
）

　

と
り
わ
け
別
所
は
改
訳
委
員
会
の
書
記
を
務
め
て
お

り
、「
大
正
改
訳
」
に
関
わ
る
「
聖
書
改
訳
委
員
会
記

録
」
と
「
改
訳
聖
書
原
稿
校
本
」
は
別
所
自
身
に
よ
り
、

現
在
の
青
山
学
院
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
「
明
治
元
訳
」
か
ら
「
大
正
改
訳
」
に
至

る
改
訳
過
程
を
知
る
た
め
の
第
一
次
資
料
で
あ
り
、
現

在
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
一
括
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

内
外
の
研
究
者
は
こ
れ
を
利
用
し
て
聖
書
の
訳
語
の
変

遷
、
ま
た
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
日
本
語
の

変
化
を
探
る
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
正
改
訳
」
の
仕
事
は
１
９
１
０
年
か
ら
１
９
１
７

年
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
当
時
の
青
山
学
院

神
学
部
の
3
階
の
一
室
で
し
た
。
日
曜
日
を
除
き
毎
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
委
員
た
ち
は
訳
業
に
従
事
し

ま
し
た
。
そ
う
し
て
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
の
初
稿
が
で

き
上
が
り
、
推
敲
を
経
て
、
広
く
意
見
を
徴
す
る
た
め
試

訳
と
し
て
１
９
1
１
年
に
印
刷
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
試
訳
は
「
明
治
四
十
四
年
改
譯　

マ
コ
傳で
ん

福
音

書
」
と
題
さ
れ
、
本
多
と
星
野
の
連
名
に
よ
る
「
改
譯

マ
コ
傳
福
音
書
に
序
す
」
と
い
う
序
文
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
明
治
44
年
と
言
え
ば
本
多
逝
去
の
前
年
で
あ

り
、本
多
の
晩
年
の
仕
事
の
一
つ
が
、聖
書
翻
訳
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
７
頁
に
亘
る
序
文
の
冒
頭
に

は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
聖
書
（
原
文
は
ギ
リ
シ
ア
語
）
が
す
べ
て
日
本
語
で

読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
１
８
８
７
年
の
こ
と
で
す
。

明
治
初
期
に
日
本
に
来
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

の
宣
教
師
が
中
心
と
な
り
、
日
本
人
の
牧
師
た
ち
の
協

力
も
得
て
、
聖
書
常
置
委
員
会
訳
「
旧
新
約
全
書
」
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
訳
業
で
終
始
、
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
た
の
は
有
名
な
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
他
多
く
の
人
々
の
協
力
が
あ
り
、
後
に

青
山
学
院
の
初
代
院
長
と
な
る
ロ
バ
ー
ト
・
Ｓ
・
マ
ク

レ
イ
は
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
を
代
表
し
て
こ
の
事
業
に

参
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
翻
訳
聖
書
は
「
明
治
元
訳
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
９
０
０
年
以
降
、
日
本
語
の
変
化
、
ま

た
参
考
と
さ
れ
た
英
語
の
欽
定
訳
聖
書
が
１
８
８
５
年

に
改
訳
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
日
本
に
お
い
て

も
「
明
治
元
訳
」
の
改
訂
の
必
要
性
と
機
運
が
高
ま
っ

　

�「
聖
書
が
一
た
び
其
國
語
に
翻
譯
せ
ら
れ
た
る
國
に

於
い
て
は
、
そ
の
後
幾
何
も
な
く
て
之
が
改
譯
の
舉き
ょ

あ
る
こ
と
實
に
止
む
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
こ
は

一
方
に
於
い
て
そ
の
國
語
に
變へ
ん
せ
ん遷
あ
る
と
同
時
に
、

他
方
に
於
い
て
聖
書
解
釋
に
関
す
る
智
識
に
進
歩
あ

れ
ば
な
り
」。

　

こ
の
こ
と
は
現
在
も
全
く
変
わ
り
な
い
こ
と
で
す
。

聖
書
は
常
に
当
該
の
母
国
語
の
変
化
と
聖
書
学
的
知
見

の
深
化
に
伴
っ
て
、
改
訳
さ
れ
て
い
く
べ
き
書
物
な
の

で
す
。

「
マ
コ
傳
福
音
書
」（
一
九
一
一
年
）
の
意
義

　

こ
の
「
マ
コ
傳
福
音
書
」
の
発
行
は
、「
明
治
元
訳
」

の
改
訳
が
以
前
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
大
き
な

反
響
を
よ
び
ま
し
た
。
改
訳
事
業
の
主
導
権
は
ま
だ
宣

教
師
た
ち
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
人
が
正
規
の
委

員
と
し
て
最
初
か
ら
加
わ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事

実
で
す
（
歴
史
学
者
海
老
澤
有
道
氏
の
指
摘
）。
事
実
、

富
士
見
町
教
会
牧
師
の
植
村
正
久
氏
は
「
今
ま
で
出
来

た
翻
訳
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
」
で
あ
る
と
し
て
高
く

評
価
し
、
マ
ル
コ
の
簡
潔
な
文
体
を
よ
く
表
し
、
し
か

も
平
易
で
読
み
や
す
く
、「
日
本
語
の
日
本
文
」
と
し

て
及
第
点
を
与
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
マ
コ
」
は

や
は
り
原
語
の
発
音
に
近
い
「
マ
ル
コ
」
が
よ
い
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
事
実
、
１
９
１
７
年
に
『
改
訳�

新

約
聖
書
』
が
発
行
さ
れ
た
時
に
は
「
マ
ル
コ
傳
福
音
書
」

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
１
９
１
１
年
発
行
の
「
マ
コ
傳
福
音

　

２
０
１
８
年
に
日
本
聖
書
協
会
か
ら
新
し
い
日
本
語

訳
聖
書
『
聖
書�

聖
書
協
会
共
同
訳
』
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
青
山
学
院
は
こ

の
新
訳
聖
書
を
採
用
し
、
学
院
の
式
典
・
諸
礼
拝
、
ま

た
各
設
置
学
校
の
聖
書
科
・
キ
リ
ス
ト
教
概
論
等
の
授

業
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
の
キ
リ
ス
ト
教

学
校
の
中
で
は
か
な
り
早
い
時
期
の
導
入
で
あ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、
今
回
の
翻
訳
事
業
に
原
語

翻
訳
担
当
者
と
し
て
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
こ

の
こ
と
を
大
い
に
喜
び
、新
訳
聖
書
の
「
聖
書
の
言
葉
」

が
学
院
に
関
係
す
る
方
々
に
さ
ら
に
親
し
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
日
本
の
聖
書
翻
訳
の

歩
み
と
青
山
学
院
の
関
わ
り
の
原
点
、
そ
の
後
の
展
開

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
明
治
元
訳
」（
一
八
八
七
年
）

　

そ
も
そ
も
旧
約
聖
書
（
原
文
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
）
と
新

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教

派
の
親
睦
組
織
で
あ
る
福
音
同
盟
会
で
は
、
ま
ず
聖
書

改
訳
の
特
別
委
員
を
本
多
庸
一
と
星
野
光
多
に
委
嘱
し
、

宣
教
師
お
よ
び
米
国
、
英
国
の
聖
書
会
社
と
の
折
衝
と
、

改
訳
委
員
選
定
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、Ｄ
・

Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
、
Ｃ
・
Ｋ
・
ハ
ー
リ
ン
ト
ン
、
Ｈ
・
Ｊ
・

フ
ォ
ス
、
Ｃ
・
Ｓ
・
デ
ヴ
ィ
ソ
ン
、
藤
井
寅
一
、
別
所

梅
之
助
、
松
山
高
吉
、
川
添
万
寿
得
ら
に
よ
っ
て
改
訳

の
作
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
明
治
元
訳
」
の

改
訳
に
、
日
本
人
最
初
の
本
学
院
長
で
あ
る
本
多
庸
一

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
銘
記
さ
れ
る

べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
本
学
教
授
で
あ
っ
た
別
所

梅
之
助
が
改
訳
委
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
も
重
要
な
事
実
で
す
。
後
に
こ
の
改
訳
さ
れ
た
新
約

聖
書
は
「
大
正
改
訳
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
作
業
の
初
期
か
ら
完
成
（
１
９
１
７
年
）
に

書
」
は
、「
明
治
元
訳
」
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
に
お
け

る
本
格
的
な
聖
書
翻
訳
の
事
業
が
、
さ
ら
に
ギ
リ
シ
ア

語
原
典
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
、
ま
た
日
本
人
自
身
の
手

に
よ
っ
て
分
か
り
や
す
い
「
日
本
語
の
日
本
文
」
と
し

て
練
ら
れ
て
い
く
過
程
に
位
置
す
る
「
大
正
改
訳�

新

約
聖
書
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
で
す
。
そ
の
発
行
に
も
引

き
続
き
青
山
学
院
が
人
的
に
深
く
関
与
し
、
ま
た
具
体

的
な
訳
業
の
場
所
と
し
て
も
貢
献
し
て
い
た
こ
と
は
、

記
憶
に
留
め
て
お
く
べ
き
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
口
語
訳
」（
一
九
五
五
年
）「
新
共
同
訳
」（
一
九
八
七
年
）

　

１
９
４
５
年
の
敗
戦
後
、
１
９
５
５
年
に
「
口
語
訳

聖
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
新
約
聖
書
の
部
分
の

翻
訳
作
業
は
３
年
間
と
い
う
短
期
間
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
当
時
の
時
代
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ

り
、
翻
訳
委
員
は
他
の
仕
事
を
辞
し
て
、
こ
れ
に
専
従

し
ま
し
た
。
委
員
は
、
松
本
卓
夫
（
委
員
長
）、
山
谷

省
吾
、
高
橋
虔
の
３
名
で
し
た
。
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら

れ
る
松
本
卓
夫
は
、
長
く
本
学
神
学
部
で
教
授
を
務
め

た
新
約
学
者
で
し
た
。
さ
ら
に
、
１
９
８
７
年
に
発
行

さ
れ
た
「
新
共
同
訳
聖
書
」
の
旧
約
部
門
編
集
実
務
委

員
の
一
人
は
、
本
学
文
学
部
神
学
科
で
教
え
、
後
に
立

教
大
学
に
移
っ
た
旧
約
学
者
木
田
献
一
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
の
聖
書
翻
訳
の
歩
み
に
、
青
山
学

院
は
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
学
院
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
21
世
紀
半
ば
に
な

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
次
の
聖
書
翻
訳
に
、
本
学
が
大
き
く

貢
献
で
き
る
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
抱
か
せ
ま
す
。

日
本
の
聖
書
翻
訳
の
歩
み
と
青
山
学
院

大
学
名
誉
教
授　

元
学
院
宗
教
部
長

大
島�

力
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